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★ □ （1）　黒い物質は何か。名称で答えよ。

★★★ □ （2）　この黒色の物質の性質はどれか。

①　電気をよく通す　　　　　②　みがくと光沢が出る

③　手でもむとぼろぼろにくずれる　　　④　磁石によくつく

★★★ □ （3）　加熱をして生じた（1）の質量は大きくなる。それはなぜか答えなさい。

★★★ □ （4）　スチールウールと加熱後の物質にうすい塩酸を加えると気体が発生するのはどちらか。

★★ □ （5）　この実験のような化学変化を何というか。

★★★ □ （6）　

★★★ □ （7）　マグネシウムリボンを加熱したときの化学反応式を答えよ。

スチールウール（鉄）を加熱すると、赤熱した部分が広がるように反応し黒色の物質に変化した。次の
各問いに答えよ。

スチールウールではなくマグネシウムリボンを加熱させると、熱や光を出しながら激しく進んだ。このこ
とを特に何というか。

目標時間

40分2.いろいろな化学変化

単元1 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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　（実験1）　試験管Ａを加熱すると、その混合物は完全に反応して、黒色の物質は得られた。

　（実験2）　実験1の後、試験管Ａ、Ｂに磁石を近づけると一方の試験管だけが引きつけられた。

　（実験3）　実験2の後、試験管Ａ、Ｂにうすい塩酸を加えると、それぞれ気体が発生した。

★★★★ □ （1）　

★★ □ （2）　実験1で得られた黒色の物質は何ですか。

★★ □ （3）　

★★ □ （4）　

★★★ □ （5）　実験2で磁石に引きつけられたのは、試験管Ａ、Ｂのどちらですか。記号で答えなさい。

★★★ □ （6）　実験3で発生した気体はそれぞれ何ですか。

★★ □ （7）　鉄と硫黄の混合物を加熱したときにおこる変化を化学反応式で答えなさい。

★★★★ □ （8）　

鉄や硫黄のように、純物質で1種類の原子だけからできている物質を何という
か。漢字で答えなさい。

鉄と硫黄の混合物を加熱するとき、混合物のどの部分を加熱しなければなら
ないか。図を参考に適当な答えを次のア～ウから1つ選び、記号で答えなさい。

　鉄粉7ｇと硫黄4ｇをよく混ぜ合わせ、それを2本の試験管Ａ、Ｂに分け、次の実験1～3を行いました。
　あとの各問いに答えなさい。

鉄と硫黄の反応のように、2種類以上の物質が結びついて、性質のちがう別の
1種類の物質ができる化学変化を何というか。漢字で答えなさい。

鉄粉7ｇと硫黄4ｇの混合物を加熱すると、鉄粉と硫黄はすべて反応し、硫化鉄が11ｇできる。鉄粉10ｇ
をすべて硫黄と反応させたとき、生じる硫化鉄の質量は何ｇになるか。小数第2位を四捨五入して書き
なさい。
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（実験）

① 班ごとに、酸化銅8.0ｇと表1に示した質量の活性炭をはかりとり、よく混ぜ合わせた。

②

各班とも、この装置を用いて、以下の操作を行った。

③

④ ピンチコックを開け、ガスバーナーで加熱すると、気体が発生した。

⑤

⑥ 装置の温度が下がってから、③でつけたガラス管をはずし、装置の質量をはかった。

⑦ 加熱後の試験管内の物質の質量を、実験結果をもとに計算で求めた。

⑧ 各班の実験結果を、表1のようにまとめた。

★ □ （1）　

★★★★ □ （2）　

★★★ □ （3）　酸化銅のような酸化物から酸素がとれる化学変化を何というか。書きなさい。

加熱後の試験管内の物質について、表1をもとに答えなさい。

★★★★ □ （4）　

　　　ア　酸化銅と活性炭　　　　　　イ　銅と活性炭　　　　　　ウ　酸化銅と銅

★★★★ □ （5）　

　　　ア　食塩　　イ　酸素　　　ウ　水酸化ナトリウム　　　エ　水素　　　オ　水

試験管に①で混ぜ合わせた酸化銅と活性炭を入れ、ピンチコック、ゴム管などを用いて装置をつくっ
た。

装置の質量をはかったのち、スタンドに固定した。ゴム管の先にガラス管をつけ、図のように石灰水を
入れた試験管にガラス管を入れた。

気体が発生しなくなった後、石灰水を入れた試験管からガラス管を取り出し、加熱をやめ、ピンチコック
を閉めた。

実験の④において、石灰のようすが変化したことから、発生した気体が二酸化炭素であることがわかっ
た。このとき、石灰水はどのように変化したか。書きなさい。

実験で使用した活性炭と同じように、酸化銅から酸素を取り除くために使用できる物質はどれか。記号
で答えなさい。

たかしさんのクラスでは、一定の質量の酸化銅から銅を完全に取り出すときに必要な活性炭の質量を調べ
るために、1班から5班に分かれて、次の実験を行った。以下の各問いに答えなさい。

実験の⑤において、加熱をやめる前に石灰水を入れた試験管からガラス管を取り出すのはなぜか。理
由を書きなさい。

加熱をやめた後、1班・2班の試験管内と、4班・5班の試験管内にある物質として考えられる最も適切な
組み合わせを、次のア～ウからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

表1
1班 2班 3班 4班 5班

酸化銅の質量（ｇ） 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0
活性炭の質量（ｇ） 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2
③ではかった加熱前の装置の質量（ｇ） 56.9 57.1 57.3 57.5 57.7
⑥ではかった加熱前の装置の質量（ｇ） 55.8 55.4 55.1 55.3 55.5
加熱後の試験管内の物質の質（ｇ） 7.3 6.9 6.6 6.8 7.0
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